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生活を街に織り込む
街を家のように使うために 阿彦栞季



集合住宅立面図 S=1:500
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集合住宅 1階平面図 S=1:800

A’

住宅の出入口は一つに留めず、地形と連続した流れを生み出す

HOUSE

料理する

お風呂に入る

ご飯を食べる

洗濯する

勉強をする

くつろぐ

植物を育てる

仕事をする

寝る

PUBLIC

生活することと地形が一体化される

■地形を住宅のなかに取り込む

地形と住宅の内側が連続するようになる 地形（住宅のそと）に生活が広がってゆく

生活が住宅の内部のみにとどまない、また、住宅内部に地域との関係が築かれる住宅の集まり

住宅の内側で完結している様々な行為の例

うちと『外』は分断されている

住宅の内側で行われる行為の一部を住宅の外に出す

『外』に『うち』が広がってゆく

住宅の内側に PUBLIC な空間を配置する

『うち』に『外』が侵入してくる

『うち』と『外』が混じり合い

住宅と土地が一体化する

■住宅の境界をぼやかす

敷地内に新しく設計する集合住宅の
住戸と既存の住宅のリノベーション
もしくは建て替えにおいて、住宅のな
かに半公共的な空間を設け、公共的
な空間に半私的空間を設ける。半私
的空間はコモンスペースとなり、完全
に分断されていた住宅のなかと外に
中間領域的空間が生まれ、グラデー
ション的に連続性を持つようになる。
また、住宅の中の半公共的空間は、
集会所、そろばん教室、ワーキングス
ペース、ちいさな図書館的空間など
住民の選択により、地域に開かれた
機能を持つことができる。住宅は家
族のためのプライベートな空間から
地域との関係性を持つための重要な
空間へと変化する。他人の家に行っ
たり、コモンスペースを活用したりす
ることなどが生活の中に組み込まれ
ることで、自宅だけで完結していた生
活から地域全体を生活空間として利
用できる暮らしが可能となる。

銭湯平面図 S=1:400

食堂２階平面図 S=1:200

食堂 1 階平面図 S=1:200

レベル差を持ちながら内側と外側の空間が関係性を持つ

■プログラム
住宅（集合住宅、既存住宅のリノベーション）、共
有キッチン、ランドリー、銭湯、託児所、食堂などの
生活関連施設。また、住宅内の半公共的空間の活用
において、ワーキングスペース、カフェ的空間、ア
トリエ、そろばん教室などの無数のプログラムが考
えられる。



住居内部イメージスケッチ

なだらかに繋がってゆく

HOMEPUBLIC
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集合住宅平面図（1階　部分）　S=1:200
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ミニシアターの部屋

共有キッチン

そろばん教室
の部屋 ワーキングスペースの部屋

子供たちの集まる部屋
お茶会の部屋

会議室

通路・広場

仕事や学びのあり方、住宅の形、情報技術の発展など様々な背景が暮らしのあり方の可能性を制限している。確かに、忙しい現代日本の都市部において、地域と
関係性を持つような暮らしは困難なことなのかもしれない。しかしながら、暮らしのあり方や理想は人の数だけある。他に選択肢がないから当たり前のように箱型
の住宅に引きこもる生活を選択することはあまりに貧しいことではないだろうか。住民にとっての暮らしのあり方の可能性を提案するという意味でも、地域と住宅
を連続したものとして考え、地域と関わりを持つことが可能な住宅建築を提案することは地域社会に暮らすすべての人にとって必要不可欠なことだと考えられる。

しのざわ
中能
適当な指示で黙 と々作業させてしまったのに
直前まで助けてくれて本当にありがとう！！
君らがいなければ何もおわらなかった…！
岡さん
仕事で忙しい中、心配して
助けてくれて、
本当にありがとうございました！
差し入れもらった時は涙が出ました…
妹よ
最後の2日、朝から晩まで
付き合ってくれて本当にありがとう！！
かなゆいなほちゃん
自分も忙しいのにギリギリまで手伝ってくれて
本当にありがとう！みんなのおかげで
ラストスパート乗り切れました！
サークルの皆さん
学科すら違うのに色 と々手伝ってくれて
本当にありがとうございました！

手伝ってくれた方 、々本当にありがとう
ございました。
そしてゆきちゃん
あなたがいなければ
きっと途中で逃亡していたと思います。
いつも横にいて励ましてくれて
ありがとうございました。

託児所

休憩所の部屋

アトリエの部屋

住宅のカタチっていう難しい大事な課題に頑張って向き合っていたと思います。あとあひちゃんの描くパースめっちゃ好きです。しんどい時に電話繋
げて一緒に頑張ってくれてありがとう！

東野有希

素敵な絵を描くのが得意なあひこちゃんなので、それが建築に表れてこないのが少しもったいないなぁと思うことが多かったです。
絵や場所、音楽、ファッション…素敵なものをいっぱい知っていて、そういう文化がもつ空気感をつかむのはきっと上手だし、敏感なんだと思ってます。
だから住宅の窮屈さとかつまんなさを何とかしたいという気持ちを持つのも納得でした。
あひこが描いた絵みたいな魅力的な空気感を大事に、建築の堅苦しさを忘れて、一枚の絵を描くように設計したらどうなるのか見てみたかったなとい
う気持ちです。

寺西遥夏

Comments from Classmates

設計した半公共的空間や中庭でコミュニティがどう広がっているかを、あぴのドローイングで魅せて欲しいと思いました！地形を住宅の中に取り込む
操作と、それによって起こることを断面図でみてみたいです！

亀井美里


